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杉本 茂樹 はじめての海外ボス ドク
物理に関して言えば､アメリカはすごい人たちがたくさんいて刺激的な環境でした｡デンマー
クのNielsBohrlnstituteはアメリカに比べると小さなグループでしたが､アットホームな感じが
良かったと思います｡研究環境に関して､日本と比較して非常に良かったと思うのは､余計な雑用
がなかったこととやりたいことが自由に研究できる雰囲気があったことです｡日本では､普通に
生活していると､研究室のいろいろな係､研究会の世話人､解説記事や講義録の作成､ボスドク
問題に関わる仕事などなど､様々な雑用が降ってきます｡それに対して海外で暮らした 2年半は､
生活のセットアップ､英語の勉強､慣れない自炊などに時間がとられましたが､研究意欲を削がれ
るような雑用が降ってくることはほとんどなかったように思います｡これはボスドクに限ったこ
とではなく､むしろスタッフの方がより顕著であるかも知れません｡日本では教授くらいになる
と､雑用に追いまわされていて悲恰感を漂わせている人が多いですが､海外の教授達はばりばり
研究をしているという印象を受けました｡日本はどこか間違っていると思います｡それから､日
本人は人間関係が濃いせいか､他人の研究に関して批判的な発言をする人がとても多いように思
います｡海外では､国籍も物理に対する考え方も全く違う人たちがいっしょになってやっている
ということが原因ではないかと思うのですが､他人に自分の価値観を押し付けるようなことを言
う人はあまり見かけませんでした｡おかげで､誰かからdiscourageされるようなこともなく､人
目を気にせずに自由に研究を進めることができたように思います｡
いろいろと失敗や苦労もありましたが､何はともあれ､海外ボスドクを経験することができて
良かったと思っています｡この文章が何らかの形でこれから行こうという人のお役にたつことが
あればうれしく思います｡
付録
http://vvv2.yukava.kyoto-u.ac.jprpdforun/cv/cv.htmlも見てください｡
CoverIJetter
DearProf.PaulDirac,
Iwouldliketoinquirewhetherthereisapostdoctoralpositionatyourhighenergytheorygroupstarting
September,2000.IreceivedmyPh.D.fromPostdocUniversityinMarch1999,andIamcurrentlyworking
atPostdocInstituteforTheoreticalPhysicsasapostdoctoralfelowsupportedbytheJapanSocietyfor
thePromotionofScience(JSPS)･
Ihavebeenworkingonsupersymnetricgaugetheoryandstringtheory.
- ここでたっぷり自分を売り込みましょう｡-
IhavealreadyaskedthefolowlngProfessorstosendyouthereferenceletters.
･Prof･IchiroSuzuki (DepartmentorPhysics,PostdocUniversity)
●Prof･JiroSakagami (DepartmentorPhysics,PostdocUniversity)
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杉本 茂樹
●Prof.SaburoKitajima (DepartmentofPhysics,PostdocUniversity)
EnclosedpleasefindmyC.V.,researchinterestsandalistofpublications.
IamlookingforwardtohearingLtomyou.
Sincerelyyours,
- ここに手書きのサイン-
TaroYamada
ResearchInterests
Ihaveengagedmyselfinthereseard10nSuperSym etricgaugetheoryandstringtheory-.----.
- これまでの研究内容-･
- いかに優れた研究であるか -
-･何がそんなに面白いのか ･-
- 現在取り組んでいるテーマについて -･
-･今後の研究計画･-
- などなど･-
(1ページにまとめるという説もあるのですが､どうやら遠慮せずにたくさん書くものらしいです｡10
ページ近く書く人もザラにいるらしいです｡)
Curriculum Vitae
NameinFul:
Sex:
MaritalStatus:
Birthdate:
Birthplace:
Address:
Nationality:
PresentStatus:
Education:
TaroYamada
Male
Single
August6,1971
Tbkyo,Japan
PostdocInstituteforTheoreticalPhysics,PostdocUniversity,
Kyoto606-8502,Japan
Japanese
PostdoctoralfelowatPostdocInstituteforTheoreticalPhysics(PITP),
SponsoredbytheJapanSocietyforthePromotionofScience(JSPS)
B.S.,MathematicsandPhysics,PostdocUniversity,Kyoto,Japan,1994
M.S.,Physics,PostdocUniversity,Kyoto,Japan,1996
Ph.D.,Physics,PostdocUniversity,Kyoto,Japan,1999
(PublicationListと融合させた方が良いという話も聞きました｡Conferenceでの発表の記録とかも載せ
ると良いようです｡)
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